










































































































b 式： ○○●● ／A*式：●○○◎（乙種拗） Ⅱ・１
b*式： ○●●●（乙種拗）／A 式：●●○◎ Ⅱ・２
b*式： ○●●●（乙種拗）／A*式：●○○◎（乙種拗） Ⅱ・３
b**式： ○○○● ／A 式：●●○◎ Ⅱ・４
b**式： ○○○● ／A*式：●○○◎（乙種拗） Ⅱ・５
その二：“挾み”型
上句 下句




























徒有先王法 今爲明思 a ：○●○○●／B*：○○○●◎（Ⅰ・１）
恩加萬乘幸 禮制一牢祠 b* ：○○●●●／A：●●●○◎（Ⅱ・２）














































































































































































































上生明 天涯共此時 a ：●●○○●／B：○○●●◎（律聯）
人怨遙夜 竟夕相思 b***：○○●○●／A：●●●○◎（Ⅱ・６）
滅燭憐光滿 披衣覺露 a ：●●○○●／B：○○●●◎（律聯）






























$迥江% 流光萬里同 a ：○●○○●／B ：○○●●◎（律聯）
&思如裏 相在庭中 b ：●○○●●／A ：○●●○◎（律聯）
'()苔露 蕭條*+風 a ：●●○○●／B*：○○○●◎（Ⅰ・１）
杜甫の五言「拗律」について（下）（丸井）（7）







































世無相識 身思 恩 a* ：●●○○●／B*：○○○●◎（Ⅰ・１）
方將與農圃 藝植老邱園 b***：○○●○●／A：●●●○◎（Ⅱ・６）












































































屏居淇水上 東野曠無山 b ：●○○●●／A：○●●○◎（律聯）
日隱桑柘外 河明閭井" a**：●●○●●／B*：○○○●◎（Ⅰ・７）
牧童#村去 獵犬隨人$ b***：●○●○●／A*：●●○○◎（Ⅱ・７）






































































暢以沙際鶴  之雲外山 a**：●●○●●／B*：○○○●◎（Ⅰ・７）
澄波澹將夕 !"#方$ b***：○○●○●／A：○●●○◎（Ⅱ・６）





















































































































































出門流水 回首白雲多 b ：●○○●●／A：○●●○◎（律聯）




































































































飄搏 便 容易!來" b* ：○○●●●／A：○●●○◎（Ⅱ・２）
















































升古塞外 已隱#雲端 b* ：○○●●●／A：●●●○◎（Ⅱ・２）
河$不改色 關山空自 a***：○●●●●／B*：○○○●◎（Ⅰ・10）
庭%有白露 暗滿&'團 b* ：○○●●●／A：●●●○◎（Ⅱ・２）



















) 幾處*沈波 b ：●○○●●／A：●●●○◎（律聯）
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塵中老盡力 病傷心 b* ：○○●●●／A：●●●○◎（Ⅱ・２）
毛骨豈殊衆 馴良至今 a* ：○●●○●／B*：○○○●◎（Ⅰ・４）



















虎氣必上 龍身久藏 a* ：●●●○●／B*：○○○●◎（Ⅰ・４）























銅未失水 百丈有哀 b* ：○○●●●／A：●●●○◎（Ⅱ・２）
側想美人意 應悲甃沈 a* ：●●●○●／B*：○○○●◎（Ⅰ・４）
蛟龍缺 	得折
金 b* ：○○●●●／A：○●●○◎（Ⅱ・２）
























帶甲滿天地 胡爲君行 a* ：●●●○●／B*：○○○●◎（Ⅰ・４）
親盡一哭 鞍馬去孤 b* ：○○●●●／A：○●●○◎（Ⅱ・２）
木 關河霜 a***：●●●●●／B*：○○○●◎（Ⅰ・10）




































紅取風霜實 看雨露柯 a ：○●○○●／B：○○●●◎（律聯）































文章亦不盡 竇子才縱 b* ：○○●●●／A*：●●○○◎（Ⅱ・３）
非爾更 何人符大名 a***：○●●●●／B*：○○○●◎（Ⅰ・10）
讀書雲閣 問絹錦官! b ：●○○●●／A：●●●○◎（律聯）
我有浣竹 題詩須一行 a* ：●●●○●／B*：○○○●◎（Ⅰ・４）






























僕夫穿竹語 稚子入雲呼 b ：●○○●●／A：●●●○◎（律聯）
轉石魑魅 弓 a ：●●○○●／B：○○●●◎（律聯）






















































































玉帳 疏珠簾 b ：○○○●●／A：●●●○◎（律聯）
未見紫集 蒙露霑 a* ：●●●○●／B*：○○○●◎（Ⅰ・４）











































如何關塞阻 轉作瀟湘 b ：○○○●●／A*：●●○○◎（Ⅱ・１）
萬事已髮 殘生隨白鴎 a* ：●●●○●／B*：○○○●◎（Ⅰ・４）






























向日 去人遙 b* ：○○●●●／A：●●●○◎（Ⅱ・２）











































紫崖處	 白鳥去邊明 b ：○○○●●／A：●●●○◎（律聯）
秋日新霑影 
江聲 a ：○●○○●／B：○○●●◎（律聯）
















































誰憐一片影 相失萬重雲 b* ：○○●●●／A：○●●○◎（Ⅱ・２）
斷
（26）
似見 哀多如更聞 a* ：●●●○●／B*：○○○●◎（Ⅰ・４）
野鴉無意 鳴噪亦紛紛 b ：●○○●●／A：○●●○◎（律聯）

























































亞欲移竹 鳥窺新捲簾 a* ：○●●○●／B*：●○○●◎（Ⅰ・５）























野涼閉 江滿帶維舟 b ：●○○●●／A：○●●○◎（律聯）
恨多病 爲忝 a* ：○●●○●／B：○○●●◎（Ⅰ・３）
天	出巫峽 醉別仲宣樓 b***：○○●○●／A：●●●○◎（Ⅱ・６）
（小雨 夜 復た密に／回風 早秋に吹く
＝
野涼しくして閉をし／江滿ちて維
舟を帶ぶ
＝
をじて多病を恨み／と爲
な
りて〔舟
をいうか〕を 忝
かたじけな
く
す
＝
天	くして巫峽を出づ／醉別す 仲宣樓〔末の文人・王粲、字
あざな
は仲宣が
「登樓の賦」を詠んだ荊州の樓のこと〕）
460詩は大二年（767）春、西閣から赤甲山のそばに轉居したときの
作。首聯は「峭 背－赤甲／斷崖 當－白鹽」というほぼ完な對句形
態をっている。また483詩のほうは大二年（767）秋、西もしくは
東屯での作という。a式多仄聲句を含む首聯は、やはり「小雨」と「回
風」という對偶な措辭によって仄律の不均衡を補っているように見
える。
＊ ＊ ＊
上篇でもべたとおり、首聯上句に時にa式多仄聲句の現れるところ
が杜甫の五言「拗律」の特な點であり、この種の「拗體」の妙味は、
上句で仄律を大きくしたように見せながら、下句の聲基の抑
揚や對偶律の用によって、そのを巧みに收拾してしまうところに
あるのだろう。上の21首中、首聯にa式多仄聲句とB式聲基句
の取り合わせ（●●●●／ ○○●◎）が置かれたものは17首あり、し
かもそのうち、對句あるいは對偶を意識した形態となっているものは14
首にものぼる。張九齡、王維の五律と比較するかぎり、杜甫のこの種の
五言「拗律」は一應、杜甫に特有の形態である、といいうるであろう
（27）
。
ちなみに、『文鏡祕府論』「天」の「聲」の條では、「相承」あるいは
「上承」という念を明して、
相

承

、 上句五字之!、去上入字則多、而聲極少、則下句
用三承之。用三之"、向上向下二#、其歸$一也。三向上承
、如謝康樂詩云「溪
○
壑
●
斂
●
暝
●
色
●
、 雲
○
霞
○
收
○
夕
●
霏
◎
」。上句唯有「溪」一
字是、四字是去上入、故下句之上

用「雲霞收」三承

之。故曰上

承

也
（28）
。……（傍點、仄符號は筆）
杜甫の五言「拗律」について（下）（丸井）（23）
（相

承

なる、し上句五字の、去・上・入字則ち多く、而して聲極めて
少なきは、則ち下句にて三
さん

ぴやう
を用ひて之を承
う
く。三を用ひるの、向
かう
上
じやう
・向
かう
下
げ
の二あるも、其の歸する	は一なり。三上
うへ
に向かひて承くる
は、謝康樂の詩に「溪壑 暝色を斂
をさ
め／雲霞 夕霏を收む」と云ふが如し。上
句唯
た
だ「溪」の一字是
こ
れ有
あ
るのみにして、四字是れ去・上・入なれば、故
に下句の上

に「雲霞收」三を用ひて之を承

く。故に上

承

とは曰
い
ふなり。……）
と
べている。上句で仄聲を多用したとしても、下句の上

三文字に聲
を多用して上句を承

ける、つまり「上承」すれば問題はないという考え
方は、後世の「拗救」にずるものであり、空（774－835）が入し
た中期にはすでに定していたと見ることができる。なお、聲律にも
しかったといわれる南・宋の謝靈（385－433）の有名な「石壁舍
湖中作」詩の第七・八句が、ここで引かれている點が興味深い。なぜ
ならば、杜甫のこの種の「拗聯」もまた、杜甫の手により如として始
まったのではないことを窺わせるものだからである。杜甫は謝詩のこう
した仄配置や對偶形態を熟知していたと想像され、學ぶところも多かっ
たにいない。
それから、このa式多仄聲句とB式聲基句の取り合わせが、杜甫
の洛陽・長安定期、堂定期、湖北・湖南地方における舟中生
活期の五律にはほとんど現れず、かえって秦州や梓州・州などに假寓
の身であったり、州で轉居を繰りしていた頃の五律にま

ま

見られる
という傾向は、隴右や巴蜀の險しい山々、切り立った崖、卷く溪流の
さなかを轉々とする杜甫の當時の心境とも無關係ではなかっただろう。
有爲轉變の中にあった詩人は、その詩作においても、おのずと極端な抑
揚を好むようになっていたのかもしれない。
（五）おわりに
杜甫の五言律詩中に見られ、張九齡と王維のそれにはほとんど見られ
なかった拗聯の一形態に「●●●●／ ○○●◎」があるが、この形
態を含む作品が杜甫の五律627首中に21首存在し、うち17首は首聯に
置かれ、しかもそのうち對句ないしは對偶 形態を!るものが計14首あ
ることが、本稿の査で明らかになった。そしてこれらの制作は、杜甫
が秦州や梓州・州などに假寓中、あるいは州をしばしば轉居して
いた時期にほぼ集中していた。
中國詩文論叢 第二十八集（24）
その一方で、杜甫の五言「拗律」のその他の形態、たとえば「●●
○●／ ○○●◎」、または「●○●●／ ○○●◎」など、あるいは
「 ○●●●」（仄三）や「 ○●○●」（挾み）は、張九齡や王維の五
律においてもかなり高い比でめることができた。よってこれらの形
態は、決して杜甫の創始によるものではなく、少なくとも期の詩人
	では、
體詩律のいわば「變格」として、廣く知されていたと推定
するのが自然であろう。
沈期、宋之問、杜審言らが創始したといわれる
體詩律もまた、一
日にしてったものではらくなく、六期から初にかけての實作の
積のうえに結實したものと想像される。よって一般に「拗律」と呼ば
れる作品群も、
體詩律の實態にして檢討されるべきであろう。より
體にいうならば、沈・宋、杜審言の五言律詩の實作をまず參照し、
必とあれば初や南北期にまで遡って
體詩律の淵源を確し、そ
の上で期における五言「拗律」の定義を下すべきであるが、それは
別に稿をこして査・檢討することにしたい。
・・
（１） 上篇では「拗」の字を慣用に「ヨウ」（。かなでは「エウ」）と
讀んでいたが、本稿からは「オウ」（。かなでは「アウ」）と讀むこ
とにした。なお、本來の字義「たがう・ねじれる」に照らせば、この字は
去聲・效韻に屬し、現代北京語ではaoと讀まれる。
（２） 北京：中書局2008年11版。
（３） 上：上古出版1984年12版。
（４） 上篇と同樣、北京：中書局1961年10版二冊本の下冊に據った。
（５） 上篇第８頁參照。
（６） ・玄宗〔李 基〕「經魯祭孔子而!之」詩を以下に引く。「夫
○
子
●
何
○
爲
○
"
●
／栖
○
栖
○
一
●
代
●
中
◎ ＝
地
●
#
○
$
○
氏
●
邑
●
／宅
●

●
魯
●
王
○
宮
◎ ＝
!
●
鳳
●
嗟
○
身
○
否
●
／傷
○
%
○
怨
●
&
●
窮
◎ ＝
今
○
看
○
兩
●
楹
○
奠
●
／當
○
與
●
'
●
時
○
同
◎
」。完璧な
體五言律詩であり、尾聯上句に「挾み」
を置くことは古來、正格として知されてきた。この詩はとりわけ有名で、
たとえば『詩三百首』卷五「五言律詩」の劈頭を(るのもこの作品であ
る。
（７） 嚴密には「『仄仄』…（中略）…頭)上字以*+仄聲爲原則」（王
力『語詩律學』第100頁）、すなわち第一字が聲であること（○
,
○●
○●）を原則とするが、實際にはこのz007詩のように「
,
●○●○●」と
なるケースも詩にはよく見られる。
（８） 張九齡の五律のその他の例では、z126「&逢北使題-京邑親知」詩の首
杜甫の五言「拗律」について（下）（丸井）（25）
聯「征驂稍靡靡／去國方遲遲」（○○●○◎／●●○

○

◎

）、z204「故刑部
李書挽歌詞三首其一」詩の頸聯「論經白虎殿／獻賦甘泉宮」（○○●●
●／●●○

○

◎

）、z209「故徐州刺史吏部侍蘇公挽歌詞三首其三」詩
の頷聯「奈何相／不是生時」（●○○●●／●●○

○

◎

）の３例が
ある。なお、AB式の上句に出現したものではz129「將至岳陽有懷趙二」
詩の首聯「湘浦多深林／	冥晝結陰」（○●○

○

◎

／○○●●◎）が１例
のみ存在する。
（９） その他の例では、z108「姚
事入蜀各賦一物得卜肆」詩の首聯「蜀嚴
已久／沈冥空思」（●○

●●

●／○○

○●

◎）が失對、z215「奉和
制陝州作」詩の頸聯「後殿函關盡／旌闕塞」（●●○○●／○○

●●

◎）の下句と尾聯「行省洛陽陌／光景麗天中」（○●

●○

●／○●

●
○

◎）の上句ので失粘が、また尾聯上下句で失對がめられる。度の
甚だしいものでは、z196「敍懷二首其一」詩「
●

●
讀
●
群
○
史
●
／抗
●
跡
●

○
古
●
人
◎ ＝
被
●

●
有
●
懷
○
玉
●
／佩
●
印
●
從
○
負
●

◎ ＝
志
●
合
●
豈
●
兄
○
弟
●
／
●
行
○
無
○
賤
●
貧
◎ ＝
孤
○
根
○
亦
●
何
○

●
／感
●
激
●
此
●
爲
○

◎
」の首聯、頷聯において反法がく守られていない。
（10） 于石『古典詩詞知識辭典』（合肥：山書 1990年７!版）第276頁
の「蜂"體」の項に「律詩格式之一種。頷聯不用對仗、兩句敍一事、其意
上下流貫、將駢散、故稱“蜂"”。」とある。
（11） 陶#、易淑瓊校$『沈%期宋之問集校$』（二冊）（北京：中&書局
2001年11!版）の上冊第15頁參照。
（12） 張九齡の五律にはこの「b式孤」はほとんど現れず、他にはわずかに
z129「將至岳陽有懷趙二」詩の頷聯「獨無謝客賞／況復賈生心」（●

○

●

●

●

／●●●○◎）上句にめられる度である。
（13） w209「使至塞上」詩は王維の五律の名作とされるが、その首聯「單車欲
問邊／屬國'居(」（○○●●◎／●●

●○

◎）の下句と領聯「征)出*
塞／歸雁入胡天」（○○

●●

●／○●●○◎）の上句に實は失粘がめら
れる。
（14） 他の４例のうち３例は後+の詩にあるとおり。殘りの１例はw152「歸
嵩山作」詩の頷聯「流水如有意／,禽相與-」（○●○●●／●○○●◎）
である。
（15） 殘る２例のうち１例は後+w162「黎拾./裴廸見'秋夜對雨之作」詩
の尾聯に見え、いま一つの例はw223「故太子太師徐公輓歌四首其三」詩
の尾聯「0思御朱輅／不惜汚車茵」（○○●○●／●●○○◎）である。
（16） w168「'崔1馬山池」詩の頸聯「2
●
貂
○
貰
●
桂
●
3
●
／射雁與山厨」上句と、w
211「戲題示蕭氏外甥」詩の尾聯「4
●
公
○
不
●
易
●
5
●
／莫6外家欺」上句とがそ
れである。
（17） 張九齡の五律中にはこの形はく見られず、王維の場合はw176「錢
少府-7田」詩の首聯「8
●
色
●
日
●
向
●
好
●
／桃
○
源
○
人
○
去
●
稀
◎
」の１例をめるのみで
あった。
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（18）『杜詩詳註』卷之二では「祗」を「祇」に作る。
（19）『杜詩詳註』卷之七では「欲」を「初」に作るが、それならばこの上句
は律句となる。
（20）『杜詩詳註』卷之七では「帶」を「戴」に作る。
（21）『讀杜心解』卷三之三では「相」を「傷」に作るが、いま『杜詩詳註』
卷之十に從って改める。
（22） あるいはこの聯上句第三字の「更」の字を動詞ととれば、下聲の庚韻
に讀むことになるので、「a**：○●○●●／B*：○○○●◎（Ⅰ・７）」と
いう、いわゆる「丑特殊形式」に該當することになる。ただ、そうなる
と上句は「爾のを更
あらた
むるに非ずんば」と讀むことになり、句意がうま
くらなくなる。
（23）『杜詩詳註』卷之十三では「開」を「斟」に作るが、同じ聲である。
（24）『杜詩詳註』卷之十三では「小冠」を「拭小盤」に作るが、同じ仄
順序である。
（25）『杜詩詳註』卷之十四では「聞」を「」に作るが、同じ聲である。
（26）『杜詩詳註』卷之十七では「斷」を「盡」に作るが、同じ仄聲である。
（27） なお管見によれば、この句型にまで言	した
年の論考に、霍松林氏の
「詩詞新論―論
體詩格律正與變」（『文學』2003年第１期收）
がある。また拙稿「賈島の五言拗律について―杜律との比較を中心に―」
（早稻田大學中國文學會『中國文學究』2009年12第三十五期收）
では、賈島の五律にもa式多仄聲句を含む拗聯が干例見られることを論
じてあるので、本稿とせて參照されたい。
（28） 盧江氏校考『文鏡祕府論彙校彙考』（四冊）（北京：中書局2006
年４版）第一冊第167－168頁參照。
杜甫の五言「拗律」について（下）（丸井）（27）
